
授業料減免申請書類 チェックリスト

本チェックリストを表紙にし、申請期限までに申請書類を提出してください。

申請する学生

申請書類

（※）「授業料等減免等事務処理の⼿引き（学⽣⽤抜粋）」を確認し、

必要な書類を提出してください。

※減免事由により申請書類が異なるので、必ず減免事由を確認してください。

要綱第２条第２号（生活保護、⾥親等、就学援助、生活保護同程度困窮）

要綱第２条第３号（天災等）、要綱第２条第４号（交通遺児等）

※新規申請・継続申請共通

学科 □ 看護１学科 □ 看護２学科 □ 助産学科

学年 □ １年⽣ □ ２年⽣ □ ３年⽣

氏名

連絡先電話番号

【全員共通】

□ 授業料減免申請書（要綱様式第１号）

□ 家計調書（⼿引様式第 13号）

□ 住⺠票の写（世帯全員のもの。原本。マイナンバーの記載のないもの。）

【減免事由別の必要書類】

□ ⽣活保護…⽣活保護受給証明書

□ ⾥親等…⾥親等が発⾏する証明書⼜は児童相談所⻑が発⾏する委託通知の写

□ 就学援助…市町村教育委員会の発⾏する就学援助受給証明書

□ ⽣活保護同程度困窮…資産等を証明する書類等（※）

□ 天災…市町村⻑、消防署⻑⼜は警察署⻑が発⾏するり災証明書

□ 交通遺児等……⽣活困窮の程度を証明する書類等（※）
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要綱様式第１号（第４条関係）

授 業 料 減 免 申 請 書

年 月 日

静岡県立看護専門学校長 様

次のとおり授業料の減免を受けたいので、申請します。

※減免申請の理由に第２条第１号（修学支援法）を含む場合は記入不要

※第２条第１号と第２号～第４号は併用可

申請者 （ 学科 年 組）

氏名 ○印

保証人住所

氏名 ○印

減免を受けようとする期間および金額

期間 （ ）年度 □ 前期 □ 後期（ 月～ 月）

金額（※） （ ）円

授業料減免の申請内容

１ 新規、継続の別

□ 新規 □ 継続

２ 減免申請の理由（※）

□ 第２条第１号（修学支援法）

□ 第２条第２号（生活保護等）

□ (1)生活保護 □ (2)里親等 □ (3)就学援助 □ (4)生活保護同程度困窮

□ 第２条第３号（天災等）

□ 全壊 □ 大規模半壊・半壊 □ 床上浸水

□ 第２条第４号（その他）

□ (1)所得税 □ (2)市町村民税 □ (3)国民年金

□ (4)児童扶養手当 □ (5)就学援助

３ 家計急変事由が生じたこと等による申請の別（該当の場合のみチェック）

□ 家計急変事由が生じたこと等による申請

減免申請の事由（詳細に記入すること）

※減免申請の理由が第２条第１号のみの場合は記入不要



手引様式第 13 号

家 計 調 書

１ 授業料減免等の申請理由

２ 家族構成（同居者全員を記載すること）

（以下３～５については、減免は第２条第２号(4)、分割納付は生活保護同程度困窮に近似の場合のみ記入）

３ 資産状況

４ 生計状況

５ 授業料納付についての援助者の有無

□ 有 □ 無（有の場合は、下表に記入する。）

(注)この調書には、申請する事項の理由発生後の状況を記入する。

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

（申請者） 学科 年 組 ◯印

□ 授業料の減免 □ 授業料の分割納付

□ 第２条第２号(4)（生活保護同程度困窮）

□ 上記以外

□ 生活保護同程度困窮に近似

□ 上記以外

続柄 氏名 年齢 職業 備考 続柄 氏名 年齢 職業 備考

世帯主

区分 数量 時価見積額 備考 区分 数量 時価見積額 備考

千円 千円

計

年間収入
備考

年間支出
備考収入の種別 金額 支出の費目 金額

千円 千円

計 計

氏名 続柄 住所 年間収入額 職業 援助額(月額)

千円 円

保証人住所

氏名 ◯印
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要綱様式第１号（第４条関係）

授 業 料 減 免 申 請 書

年 月 日

静岡県立看護専門学校長 様

次のとおり授業料の減免を受けたいので、申請します。

※減免申請の理由に第２条第１号（修学支援法）を含む場合は記入不要

※第２条第１号と第２号～第４号は併用可

申請者 （ 学科 年 組）

氏名 ○印

保証人住所

氏名 ○印

減免を受けようとする期間および金額

期間 （ ）年度 □ 前期 □ 後期（ 月～ 月）

金額（※） （ ）円

授業料減免の申請内容

１ 新規、継続の別

□ 新規 □ 継続

２ 減免申請の理由（※）

□ 第２条第１号（修学支援法）

□ 第２条第２号（生活保護等）

□ (1)生活保護 □ (2)里親等 □ (3)就学援助 □ (4)生活保護同程度困窮

□ 第２条第３号（天災等）

□ 全壊 □ 大規模半壊・半壊 □ 床上浸水

□ 第２条第４号（その他）

□ (1)所得税 □ (2)市町村民税 □ (3)国民年金

□ (4)児童扶養手当 □ (5)就学援助

３ 家計急変事由が生じたこと等による申請の別（該当の場合のみチェック）

□ 家計急変事由が生じたこと等による申請

減免申請の事由（詳細に記入すること）

※減免申請の理由が第２条第１号のみの場合は記入不要

記⼊例

看護１    １    １

○○○○○○○○○○○○

○○ ○○

○○ ○○

令和２  ４  ○

令和２

86,000

レ ４   ９

以下の例を参考に、減免申請の事由を詳細に記⼊してください。
（例︓生活保護の場合）
 ○○の事情により、生活保護を受給しており、授業料の納⼊が困難な状況にあるため。
（例︓天災の場合）
 ○○年○⽉に台⾵により被災し、⾃宅が全壊し、授業料の納⼊が困難な状況にあるため。

←免除額が半額の場合43,000円、２⽉分の場合28,667円

該
当
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク

←チェックは不要です。（該当者は学校に要事前連絡）

レ

レ
レ



手引様式第 13 号

家 計 調 書

１ 授業料減免等の申請理由

２ 家族構成（同居者全員を記載すること）

（以下３～５については、減免は第２条第２号(4)、分割納付は生活保護同程度困窮に近似の場合のみ記入）

３ 資産状況

４ 生計状況

５ 授業料納付についての援助者の有無

□ 有 □ 無（有の場合は、下表に記入する。）

(注)この調書には、申請する事項の理由発生後の状況を記入する。

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

（申請者） 学科 年 組 ◯印

□ 授業料の減免 □ 授業料の分割納付

□ 第２条第２号(4)（生活保護同程度困窮）

□ 上記以外

□ 生活保護同程度困窮に近似

□ 上記以外

続柄 氏名 年齢 職業 備考 続柄 氏名 年齢 職業 備考

世帯主

区分 数量 時価見積額 備考 区分 数量 時価見積額 備考

千円 千円

計

年間収入
備考

年間支出
備考収入の種別 金額 支出の費目 金額

千円 千円

計 計

氏名 続柄 住所 年間収入額 職業 援助額(月額)

千円 円

保証人住所

氏名 ◯印

記⼊例
看護１    １   １ ○○ ○○

父 ○○ ○○ ○○ 会社員
⺟ ○○ ○○ ○○ 会社員
妹 ○○ ○○ ○○ 高校生

○○ ○○

○○○○○○○○

令和２  ４  ○

減
免
事
由
が
「
生
活
保
護
同
程
度
困
窮
」
の
場
合
の
み
記
入
。
そ
れ
以
外
の
方
は
記
入
不
要
で
す
。

該
当
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に
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ク

レ

レ


